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■工　事　名　称：（仮称）浦和学院中学校新築工事
■建　設　場　所：さいたま市緑区代山－１
■建　築　主：学校法人明星学園
■設計・監理：株式会社奥野設計
■施　　　工：石川建設株式会社
■構　　　造：ＲＣ一部Ｓ造

■階　　　数：４階
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年９月６日～年１月日

　写真提供／石川建設 吹き抜けと大階段 俯瞰（ふかん）図
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　年４月に開校を迎える浦和学院中学校の新校舎は、「夢と希望に満
ちた、明るく開けた学園」を象徴する未来志向の学び舎として誕生しまし
た。外観にはガラスを多く使用し、自然光が校舎全体に降り注ぐ開放的な
設計となっています。明るく透明感のある空間は、生徒の創造性や探究心
を引き出し、未来へと歩み出す力を育む学びの場となります。

　教室には可動式間仕切りを採用し、個別学習から協働学習、探究活動ま
で多様な学びに対応できる柔軟な構造となっています。また、各フロアに
は生徒が自然に集い、語り合い、学びを共有できるスペースが設けられて
います。
　ＩＣＴ環境も充実しており、校内全箇所にWi-Fiが完備されており、電
子黒板やモニターを活用した授業を展開します。タブレット端末との連携
により、深く多様な学びが可能となります。
　さらに、新校舎はＵＧＣホールを中心に地域にも開かれた施設として設
計されています。学びを社会と結びつける「開かれた教育拠点」として、
生徒の「未来力」を育み、地域と学校が共に成長する懸け橋となることを
心から願いながら、新校舎と共に歩んでいきます。

　〝世界に羽ばたく「未来の学び舎」〟私たちが設計に着手する時点でお
示しいただいた新設中学校のコンセプトです。すなわち、世界の礎となっ
て活躍する国際人を育む環境を実現することをテーマとして、設計に当た
りました。
　具体的な建築要素としては、中心となる校舎棟に加え、さまざまな運用
が期待できるＵＧＣホール、集会スペースとしても活用可能な食堂棟の三
つのエリアで構成されています。その中で、〝どこでも学習〟〝アクティ
ブな共用空間〟をキーワードに、オリジナリティー、フレキシビリティー、
そして空間のダイナミズムを求めた設計となっています。

　この建築で何よりも特徴的なのは、校舎中央に据えられた大階段と吹き
抜け空間です。そこでは、印象的でダイナミックな空間構成により、多彩
な居場所や出会いを創出し、知の象徴である本棚による空間演出がされて
います。この吹き抜け空間によって、学校全体が開放的な断面構成となっ
ており、同様に各フロアにおいても、吹き抜け空間を中心とした明快な平
面構成となっています。
　また、外観、特に正面ファサードにおいては、コンクリート打ち放し、
ガラススクリーン、ホール棟のレンガ調タイル、昇降口前面の大庇（ひさ
し）による構成美を目指しながら、地域に対してもシンボリックな景観提
示となっています。
　この中学校が浦学の新たなランドマークとして誰からも親しまれ、そし
て学び舎として活用される中で、生徒たちが誇りに感じてもらえるような
建築となれば幸いです。

　株式会社奥野設計　山崎　貞信


